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2021年新春号 “おもしゃい”とは、“面白い”を
意味する 紀の川市の方言です。
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紀の川市観光協会

紀の川市観光協会フェイスブック
https://www.kanko-kinokawa.jp

https://www.facebook.com/KCkankokyokai/

紀の川市観光協会YouTube
https://www.youtube.com/channel/UCqHXcUAHKU1n3Z-Nqp91t3w
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編集後記インターネットで発信中～♫
私は観光協会に先輩の紹介で入会
しました。「地元の役に立ちたい」と
思ったからです。
それから7年。地元の方 と々関わり行
動し、頼まれごとはなるべく受けてき
たつもりです。考えるだけでなく行
動・挑戦し何事も楽しんですること
が人生の醍醐味なのかなと思いま
す。（編集長）

120円で
絶賛
発売中

紀の川ぷるぷる娘
LINEスタンプ

使いこなしてフルーツ市民！

☎0736-77-3377
紀の川市東国分 795-3

☎0736-64-5454
紀の川市貴志川町神戸 177-3

☎073-488-4635
和歌山市井ノ口544-2

気になるお店

紀の川市の産地米を直売しています。特に有機
米ひとめぼれは大好評です。美容と健康に良い
金芽米やローカット玄米も販売しています。

1977年創業です。選りすぐりの生豆を直火釜で
丁寧に焙煎しています。英国の田舎風の店内で
おくつろぎください。

9人乗りから60人乗りまで各種バスを揃えてお
ります。安心安全快適をモットーに、感染症対策
にも取り組んでおります。

★特典がある場合は、店舗まで本誌持参のうえご利用ください。
（有効期限2021年3月31日まで）

たねなし柿のドライ
フルーツ（きただ農園）

桃みるく（藤桃庵） まりひめパウダー
（ふるーつふぁーむわかやま）

ありがとうございました！

（株）中紀バス INT’L（株）中紀バス INT’L

紀の川市観光協会では、紀の川市への観光を促すため、
県内外へのPR活動や観光情報を発信しております。

熊野路熊野路上野商店上野商店

こんな活動やってま
す！

と思う方。ぜひご一緒に！

・新商品の開発　
・特産品の販売

・ホームページ・F
aceBookで観光情

報発信

・広報紙「おもしゃ
いな通信」の作成

・県内外へのPR活
動

・紀の川市観光キャ
ンペーンスタッフ

 「紀の川フルーツ娘
」のPR活動　など

たくさんの方々に紀の川市を知ってもらい、魅力的で活気あるまちづくりを皆さんとしてい
きたいと思います。 観光に興味のある方、紀の川市をみんなで盛り上げていきたいと考えてい
る方、職種を問わず「紀の川市の観光をもりあげちゃろか !!」と思っていただける方ならどんな
方でも大歓迎です。 明るく元気で活気あるまち「紀の川市」にしませんか？

ちょっと
手伝ったろか！

募集しまーす募集しまーす

通常4,500円を
4,000円

有機米
ひとめぼれ

（税込）

ゆるキャラグランプリ 2020 THE FINAL
未来へつなぐいわて幸せ大作戦！！
「紀の川ぷるぷる娘」に投票のご協力ありがとう
ございました！ 最終順位は 1,345pt で 150 位
でした。皆さんのたくさんの応援ありがとうござい
ました。ゆるキャラグランプリはこれで終わって
しまいますが、これからも「紀の川ぷるぷる娘」は
紀の川市の魅力をたくさんの方々に伝えていき
たいと思いますので、引き続きあたたかい応援を
どうぞよろしくお願いいたします。

本誌の感想を
お願いします

紀の川市観光協会が発
行している広報紙「おも
しゃいな通信」へのご意
見をお聞かせください。

●URLはこちら
https://forms.gle/hx
8M6MghSCAw7jAs5

●QRコード

紀の川市の新たな推奨特産品が
認定されました！
特産品推奨制度審査会が開催され、厳正な審査の結果、新たに下記商品が加わりました。
詳細は観光協会サイト→ https://www.kanko-kinokawa.jp/2021/01/01/4084/

ラーメン特集にあたり、話題
に上がったのが紀の川市
（旧粉河町）で製造されてい
たというインスタントラーメ
ン「ビタラーメン」。昭和30年ごろの話とかで、ググって
みると出るわ出るわ。
詳しく書かれていた方の文を転載させていただくと、
「小ぶりの油揚げ麺に醤油味の袋入りスープ、そこに固
形の化学調味料と小さな花麩がついていた。粉河（こか
わ）製粉精麦株式会社の製品で、あっさりとした和風味で
ラーメンというより日本そばの味に近かった。」（一部省
略）とある。
諸先輩方に聞いてみると「懐かしいなぁ」の言葉とともに
製造されていた場所を教えてくれた。 だが、既に開発者
は亡くなられており、詳細はもうわからないとのこと。うー
ん残念。地域おこしの起爆剤になったかもしれないのに。
紀伊長田駅から徒歩 1分の長田観音に、名前が書かれ
たベンチが残っていた。
みなさんもよければ、
お参りついでに探して
みてはいかが？（児玉）


